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▽
羽
島
郡
四
町
で
の
合
併
な
の
か
、

岐
阜
市
や
羽
島
市
と
の
合
併
な
の

か
。

《
回
答
》
羽
島
郡
の
町
長
会
と
い
う

組
織
の
中
で
同
じ
歩
調
で
進
め
て
い

ま
す
が
、
羽
島
郡
の
合
併
を
前
提
と

し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
場
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
い
た
後
に
議
会
と
合
併
の
是
非

や
枠
組
み
を
決
め
て
ゆ
く
も
の
で
、

今
回
の
懇
談
会
が
最
初
で
最
後
で
は

な
く
、
今
後
も
段
階
ご
と
に
応
じ
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
予
定
で
す
。

▽
資
料
に
は
合
併
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
合
併
問
題

を
考
え
る
場
合
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

す
こ
と
が
一
番
大
切
で
は
な
い
か
。

《
回
答
》
今
回
は
合
併
問
題
を
皆

さ
ん
と
考
え
る
第
一
歩
で
す
。
こ
う

い
っ
た
集
ま
り
な
ど
で
皆
さ
ん
と
合

併
に
対
す
る
合
意
形
成
が
で
き
、
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
市
町

村
建
設
計
画
な
ど
を
関
係
自
治
体
間

で
協
議
し
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
の
時
点
で
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

皆
さ
ん
に
お
示
し
し
、
ご
意
見
を
伺

い
ま
す
。

▽
岐
阜
市
長
が
笠
松
町
長
を
訪
問
し

た
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
ど

各
地
域
で�
ま
ち
づ
く
り

地
域
懇
談
会
�
開
催

6月10日（月）から7月15日（月）にかけて町内16カ所で「まちづくり地域懇
談会」を開催しました。
この懇談会は、住民の皆さんと行政が協力して住み良いまちづくりを行う
ことを目的に開催したもので、各会場とも多くの町民の皆さんが参加され、
「プラスチック製容器包装の分別収集」、「町の情報化施策」、「市町村合併問
題」について、町の説明に対して、皆さんからの質問や疑問にお答えする形
式で行いました。
特に市町村合併問題については、今なぜ合併が叫ばれているのかを、社会
背景および町の財政状況や近隣市町村とのサービス、公共料金の違いを交え
て説明し、多くのご意見、ご質問をいただきました。会場での主な質問は次
のとおりでした。

合
併
問
題
に
つ
い
て



▽
家
に
は
三
台
テ
レ
ビ
が
あ
る
け

れ
ど
、
全
部
で
毎
月
い
く
ら
か
か

る
の
か
。

《
回
答
》
多
チ
ャ
ン
ネ
ル（
33
チ
ャ

ン
ネ
ル
）放
送
を
見
る
に
は
テ
レ
ビ

ご
と
に
「
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が

必
要
で
す
。
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

一
台
目
三
、〇
〇
〇
円
、
二
台
目
以

降
は
一
台
ご
と
に
二
、〇
〇
〇
円
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
三
台
の
テ

レ
ビ
全
て
で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
よ

う
と
す
る
と
毎
月
七
、〇
〇
〇
円
と

「
N
H
K
衛
星
カ
ラ
ー
受
信
料
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
リ
ビ
ン

グ
の
テ
レ
ビ
だ
け
に
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
設
置
し
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

を
見
て
、
残
り
の
テ
レ
ビ
は
ホ
ー
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
し
で
一
般
放
送
チ
ャ

ン
ネ
ル（
地
上
波
放
送
）を
見
る
と
言

う
場
合
は
、
三
、〇
〇
〇
円（
最
低
一

台
は
必
ず
加
入
が
必
要
）と
N
H
K

衛
星
カ
ラ
ー
受
信
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
W
O
W
O
W
な
ど
の
オ
プ

シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
B
S
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
に
は
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

う
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。

《
回
答
》
岐
阜
市
長
は
、
政
令
指
定

都
市
構
想
を
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
各

務
原
市
長
は
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
長
か
ら
は
、「
研
究
会
や
合

併
協
議
会
を
設
け
る
時
に
は
笠
松
町

に
も
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
」
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
は

他
の
自
治
体
の
意
向
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
町
民
が
主
体
的
に
考
え
る

べ
き
課
題
で
あ
る
の
で
「
町
民
の
意

向
を
聞
い
て
か
ら
」
と
返
事
を
し
て

あ
り
ま
す
。

▽
合
併
の
是
非
や
合
併
相
手
の
自

治
体
を
問
う
住
民
投
票
は
行
う
の

か
。

《
回
答
》
合
併
問
題
は
、
こ
う
し
た

場
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
の
中
で
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
住
民

投
票
は
今
の
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
住
民
の
意
向
調
査
は
何
ら

か
の
形
で
行
う
予
定
で
す
。

▽
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
議
会

や
役
場
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
町

民
の
レ
ベ
ル
で
話
し
合
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

《
回
答
》
平
成
十
七
年
三
月
と
い
う

時
間
的
な
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
合

併
の
方
向
性
を
決
め
る
時
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設

け
ま
す
し
、
協
議
内
容
は
公
開
し
な

が
ら
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

▽
町
財
政
が
赤
字
だ
か
ら
合
併
を

す
る
の
か
。

《
回
答
》
単
年
度
収
支
が
赤
字
の
状

態
で
あ
っ
て
も
破
た
ん
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
行
政
運
営
は
で
き
て

い
ま
す
。合
併
問
題
と
は
別
に
現
在
、

財
政
健
全
化
計
画
策
定
委
員
会
を
設

け
て
改
善
策
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
赤
字
だ
か
ら
合
併
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
町
は
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ほ
と
ん

ど
無
料
で
実
施
し
て
い
る
が
、
負

担
を
求
め
な
い
か
ら
財
政
赤
字
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

《
回
答
》
受
益
者
負
担
の
考
え
は
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
必
要
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▽
合
併
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

《
回
答
》
合
併
を
し
な
い
こ
と
も
一

つ
の
選
択
肢
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

今
後
の
社
会
情
勢
を
考
え
る
と
子
ど

も
や
孫
の
世
代
の
負
担
が
増
え
る
の

で
、
将
来
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
合
併

問
題
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※「
ま
ち
づ
く
り
地
域
懇
談
会
」
で
お

配
り
し
た
「
税
金
、
公
共
料
金
な

ど
の
近
隣
市
町
比
較
表
」
な
ど
よ

り
詳
し
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
役

場
一
階
の
「
行
政
情
報
資
料
コ
ー

3

ナ
ー
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ら
何
で

も
出
し
て
良
い
の
か
。

《
回
答
》
八
月
一
日
か
ら
始
ま
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収

集
は
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
紙
製

容
器
包
装
に
続
き
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
収
集
の
処
理
費
用
は
①

容
器
を
製
造
す
る
事
業
所
②
容
器
・

包
装
を
利
用
し
て
商
品
を
販
売
す
る

小
規
模
以
上
の
事
業
所
③
行
政
が
負

担
す
る
も
の
で
あ
り
、
容
器
包
装
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
今
回
の

分
別
収
集
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

�
質
問
に
答
え
る
広
江
町
長

まちづくり地域懇談会

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
分
別
収
集
に
つ
い
て

町
の
情
報
化
施
策

に
つ
い
て
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第
四
十
六
回
羽
島
郡
町
村
議
会
議

員
総
会
が
六
月
二
十
六
日
、
川
島
町

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
郡
内
の
町
議
会
議
員
を

は
じ
め
、来
賓
の
加
藤
県
議
会
議
員
、

新
家
岐
阜
地
域
振
興
局
長
お
よ
び
郡

内
の
各
町
長
ら
約
七
十
人
が
出
席
。

岐
阜
女
子
大
学
教
授
飯
田
真
美

氏
か
ら
、「
喫
煙
と
健
康

た
ば
こ

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

喫
煙
関
連
疾
患
と
禁
煙
を
成
功
さ

せ
る
秘
訣
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
町
議
会
議

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
議
員
に
対

し
、
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
の
自

治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
町
か

ら
は
次
の
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〈
在
職
十
五
年
以
上
〉

尾
関

洋
治

棚
橋

司

船
橋

義
明

〈
在
職
十
年
以
上
〉

安
田

敏
雄

任
期
満
了（
三
年
間
）に
伴
う
、

町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
と
同

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
し
い

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
地
域
の
農
地

利
用
調
整
や
農
政
情

報
の
普
及
推
進
の
ほ

か
、
農
業
者
の
利
益

代
表
と
し
て
の
意
見

を
代
弁
す
る
こ
と
な

ど
、
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

十
七
人
の
新
し
い

農
業
委
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（

敬
称
略
）

【
選
挙
に
よ
る
委
員（
届

出
順
）】

服
部

一
彦（
中
野
）

松
原

末
男（
米
野
）

後
藤

清（
田
代
）

森

正
勝（
米
野
）

足
立

萬
治（
長
池
）

水
谷

孝
善（
田
代
）

戸
田

長
壽（
円
城
寺
）

尾
藤

常
一（
門
間
）

松
原

郁
郎（
北
及
）

渡
邉

義
一（
門
間
）

【
選
任
に
よ
る
委
員
】

〈
農
協
お
よ
び
農
業
共
済
の
推

薦
に
よ
る
委
員
〉

・
岐
阜
南
農
業
協
同
組
合

岩
田

壽（
北
及
）

・
岐
阜
中
央
農
業
共
済
組
合

加
藤

一
夫（
円
城
寺
）

〈
町
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
〉

近
藤

芳
和（
円
城
寺
）

松
原

弘（
無
動
寺
）

近
藤

十
一（
西
宮
町
）

安
藤

俊
己（
若
葉
町
）

大
野

進（
長
池
）

町農業委員会委員選挙と同委員の選任

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
4
人
の
町
議
の
皆
さ
ん

五
藤
雅
敏
さ
ん（
田
代
）が
、
平

成
十
四
年
度
岐
阜
地
域
公
衆
衛
生

協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
こ

の
ほ
ど
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

五
藤
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
、
町

岐
阜
地
域
公
衆
衛
生

協
議
会
長
表
彰

立
保
育
所
、
小
・
中
学
校
の
歯
科

校
医
と
し
て
、
幼
児
・
児
童
の
健

康
管
理
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

町
の
歯
科
健
診
に
も
尽
力
さ
れ
、

地
域
住
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

表 彰

羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会

新しい農業委員決まる

五
藤

雅
敏
さ
ん



青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
の

「
第
二
十
四
回
青
少
年
の
主
張
大
会
」

が
六
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
・
中
学
生
の
順
で
、
社

会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
家

族
や
友
だ
ち
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
身
近

な
テ
ー
マ
で
力
強
い
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

〔
最
優
秀
〕

伊
藤

翼
（
笠
松
中
三
年
）

亀
水

千
鶴
（
笠
松
中
三
年
）

〔
優
秀
〕

若
山

裕
貴
（
松
枝
小
六
年
）

岩
崎

亜
美
（
松
枝
小
六
年
）

黒
田

匠
馬
（
下
羽
栗
小
六
年
）

梶
田

祐
実
（
下
羽
栗
小
六
年
）

野
々
垣

駿
（
笠
松
小
六
年
）

水
野

素
江
（
笠
松
小
六
年
）

杉
山

智
子
（
笠
松
中
三
年
）

鈴
木

鷹
也
（
笠
松
中
三
年
）

星

萌
美
（
笠
松
中
三
年
）

な
お
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
二
人

は
、
町
の
代
表
と
し
て
県
大
会
出
場

者
選
考
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
五
日
、
町
赤
十
字
奉
仕
団

が
在
宅
の
ね
た
き
り
の
か
た（
七

十
歳
以
上
）五
十
人
を
訪
問
し
、

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
の
願

い
を
込
め
て
、
一
針
一
針
心
を
込

め
て
仕
立
て
た
寝
巻
き
と
う
い
ろ

町
赤
十
字
奉
仕
団

う
を
贈
り
激
励
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
た
ち
は
、
心
の
こ
も
っ

た
訪
問
に
感
謝
さ
れ
、
奉
仕
団
の
皆

さ
ん
と
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

5

―青少年の主張大会―

▲お年寄りに声をかける奉仕団員さん

堂々と発表
する出場者

手
作
り
の
寝
巻
き
を
贈
り
激
励

21世紀に

生きる
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町と町老人クラブ連合会共催の囲碁・将棋大会が、7
月12日福祉会館で行われました。
成績は、次のとおりです。（敬称略）

町・町老人クラブ連合会共催のペタンク大会が、6月
26日、運動公園で開催されました。
当日は、32チーム（ 3 人 1 組）96人が参加し、絶好の

競技日和のなか熱戦が繰り広げられました。
成績は、次のとおりです。

優　勝 笠松町ペタンククラブCチーム
準優勝 笠松町ペタンククラブBチーム
三　位 大池睦クラブCチーム

◎一般男子の部

優　勝Ａ 長久保　洋
Ｂ 石田　絋一

準優勝Ａ 田辺　慎也
Ｂ 栗本　辰司

三　位Ａ 板橋　　宏・長久保公夫
Ｂ 柴山　弘明・青木　雅生

◎一般女子の部

優　　勝 杉山　博美
準 優 勝 北　めぐみ
三　　位 勅使川原久貴子・大前登子
◎中学生混合ダブルスの部

優　　勝 豊田　博美・坂下　大昌
準 優 勝 宮崎　卓郎・所　　慶至

三　　位 吉田　裕介・伊藤　寛基
小崎　　卓・山田沙也加

◎小中学生団体の部（1チーム6人）

優　　勝 吉田　裕介・所　　慶至　
小崎　　卓・小島　綾奈
尾関　菜奈・中島　麻美

準 優 勝 宮崎　卓郎・横井　良典
伊藤　寛基・篠原　正利
杉山未由希・本谷ちかる

三　　位 松原　宏樹・伊藤　政彦
江本沙央理・田中　知世
森　　吉弘・浅野　　舞

日下部貴康・寺嶋那史紀

五十川敬太・加藤　美幸
赤尾　奈美・高島　衣里

◎ラージボール混合ダブルスの部

優　　勝 伏屋　健二・田辺　慎也
準 優 勝 広瀬　喜義・江本　元子
三　　位 豊田　真士・森　　久子

長久保公夫・大井　和利
◎ラージボールの部

優　勝Ａ 広瀬　喜義
Ｂ 杉山真由美

準優勝Ａ 江本　元子
Ｂ 加藤　峰子

三　位Ａ 尾関　秀政・森　　久子
Ｂ 峰松　　治・太田　俊彦

レクリエー
ション

一手一手が真剣勝負！
町・町老連囲碁・将棋大会

囲碁の部
◆A級の部
優　勝 沢田　　稔
準優勝 山田　定夫
三　位 稲葉　正道
◆B級の部
優　勝 岩崎　敏巳
準優勝 稲葉三佐人
三　位 市橋　正二
◆C級の部
優　勝 岩田　岩男

準優勝 田畑　義男
三　位 高橋　敏行
将棋の部
◆A級の部
優　勝 丹下　嘉治
準優勝 伊藤　数彦
三　位 服部　章男
◆B級の部
優　勝 小見山義孝
準優勝 馬場　栄一
三　位 棚橋　　弘

町・町老連ペタンク大会

町民卓球大会　　7月7日（日）総合会館
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笠松卓球スポーツ少年団が、第20回全国ホープス卓
球大会県予選・女子の部（団体）で、見事準優勝に輝き、
8 月24日から26日まで東京体育館で開催される全国大
会に上の写真の皆さんが出場されます。健闘をお祈
りします。

杉浦亜瑞沙（松枝小6年）尾関　菜奈（笠松小6年）
高島　衣里（笠松小6年）杉山未由希（笠松小5年）（敬称略）

町長へ出場報告に訪れた黒田くん

下羽栗小 6 年の黒田匠馬くんが全日本小学生選抜
（ナショナルチーム）の一員として、7 月20日から23日
まで東京で開催された日台小学生バドミントン競技会
に参加されました。また、8 月 7 日から12日まで韓国
で行われるウオンチョンカップ韓国小学生バドミント
ン大会にも出場されます。健闘をお祈りします。

平成14年度若葉カップ全国小学生バドミントン大会
が、8 月 2 日から 5 日まで京都府長岡京市西山公園体
育館で行われます。
県代表（岐阜ジュニア）メンバーとして町から、次の

皆さんが選ばれました。健闘をお祈りします。
（敬称略）

荒川　一真（松枝小 6年）
黒田　匠馬（下羽栗小 6年）
長谷川博紀（下羽栗小 6年）
荒川　勇太（松枝小 5年）
山田　真也（下羽栗小 5年）
永田　智也（笠松小 5年）
戸崎　　徹（笠松小 5年）
前田　莉沙（松枝小 6年）

第 3 回全国小学生ABCバドミントン大会が 8月23日
から25日まで高松市総合会館で開催され、町からは次
のかたが県代表として出場されます。健闘をお祈りし
ます。
（敬称略）
黒田匠馬（下羽栗小 6年）
前田莉沙（松枝小 6年）
二人は、5 月 3・4 日に川崎

市で開催された第 1 回日本バ
ドミントングランプリ2002に
も県代表として出場され、前
田さんは女子チームの一員と
して優勝に貢献されました。

スポーツ

（ ）

笠松卓球スポーツ少年団

全国大会へ出場
黒田匠馬くん

ナショナルチームに選抜

県代表として8人が出場
若葉カップ全国小学生バドミントン大会

黒田くん（下小6年）

前田さん（松小6年）
県代表で出場

全国小学生ABCバドミントン大会
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こ
の
ス
ー
プ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
北

西
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
で
、
生
ま

れ
ま
し
た
。
季
節
の
野
菜
と
パ
ス

タ
ま
た
は
米
を
使
用
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

旬
の
野
菜
は
、
体
に
良
く
て
、

味
も
良
く
、
値
段
も
手
ご
ろ
。
ト

マ
ト
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
夏
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ
と
は
、
夏

バ
テ
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ベ
ー
コ
ン
は
1
㎝
の
色
紙
切
り
、

パ
セ
リ
と
に
ん
に
く
は
み
じ
ん

切
り
、
そ
の
他
の
野
菜
は
全
て

1
㎝
位
の
さ
い
の
目
切
り
に
す

る
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
は
2
㎝
に

切
る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
に

ん
に
く
、
ベ
ー
コ
ン
を
炒
め

る
。
ベ
ー
コ
ン
の
脂
が
出
て
き

た
ら
、
そ
の
他
の
野
菜
を
加

え
よ
く
炒
め
る
。

③
②
に
ブ
イ
ヨ
ン
を
注
ぎ
、
浮
い

て
く
る
ア
ク
を
す
く
い
な
が
ら

材
料
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮

る
。

④
③
に
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
加
え
、

塩
、こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

⑤
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
ら
器
に
盛
り
、
好
み

で
粉
チ
ー
ズ
を
振
る
。

ベーコン ………………… 20g
玉ねぎ …………… 中1／2個
にんじん ………… 小1／2本
かぼちゃ ………………… 50g
トマト …………… 中1／2個
じゃがいも …………… 小1個
スパゲッティ …………… 8g
パセリ…………………… 少々
ブイヨン …………… 4カップ
塩・こしょう …………… 適宜
サラダ油………………… 適宜
にんにく………………… 適宜

4
人
分

材

料

ミネストローネスープ

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
情
報
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、
I
T
に
強
く
な
り
、
合
理
的
で
楽
し
い
生

活
を
目
指
し
、
ま
た
、
社
会
へ
も
積
極
的
に
貢
献
で

き
る
よ
う
2
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

「
町
の
I
T
講
習
だ
け
で
終
っ
て
は
…
」
と
か
、

「
も
う
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
」「
む
か
し

習
っ
た
こ
と
の
復
習
を
や
り
た
い
」
な
ど
色
々
な

思
い
の
人
々
が
老
い
も
若
き
も
互
い
に
教
え
合
い
な

が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
ト
ラ
イ
し
ま

せ
ん
か
。

【
活
動
日
】
毎
週
月
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

【
場

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
松
栄
町

和
田
真
弓
宅

（
�
3
8
7
・
1
8
5
3
）

パソコン技術の向上を目指して！
笠松ITクラブ な

ま

か

N
A
K
A
M
A

大人というのは本質的に「泣く」生き
物だと思います。
「泣くことができる」と言った方が正

確かもしれません。それはたぶん、心か
ら安心してしまえる場所を持つことです。
自らの日常を柔らかくかつ緊張感に満

ちた文章で綴った珠玉のエッセイ。

泣
く
大
人

下
羽
栗
会
館

著
者

江
國
香
織

発
行

世
界
文
化
社

日常生活の中で、事故など発生しな
いように、どんなことに気を付けたら
よいのか、どんなことを覚えていたら
よいのか、まる子ちゃんといっしょに
考えてみましょう。

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
あ
ん
ぜ
ん
え
ほ
ん

松
枝
公
民
館

著
者

さ
く
ら
も
も
こ

発
行

金
の
星
社

昭和50年、洋上にいる息子へ宛てら
れた母、晴子の長大な手紙。そこには、
みずみずしい15歳の少女がおり、未来
の母がいた。30歳になって知る母の姿
に戸惑いながら、息子、彰之は自分の
知らない過去の母に導かれて行く…。
人気作家待望の長編小説。

晴
子
情
歌（
上
）（
下
）

中
央
公
民
館

著
者

高
村

薫

発
行

新
潮
社

BOOK



よ
い
こ
と
い
っ
ぱ
い

い
き
い
き
べ
ん
き
ょ
う

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
き
た
え
よ
う

松
枝
小
の
合
い
言
葉
よ
い
こ
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を

育
て
て
い
く
営
み
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
二
年

生
の
「
お
て
つ

だ
い
」
と
い
う

道
徳
の
授
業
で
の
こ
と
で
す
。

仕
事
大
好
き
な
こ
の
時
期
、
家
族

の
中
で
す
す
ん
で
お
手
伝
い
す
る
機

会
を
保
護
者
に
働
き
か
け
、
協
力
を

得
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
の
広
が

り
と
共
に
、
よ
い
こ
の
姿
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
の
授
業
で
し
た
。

『
ぼ
く
の
今
週
の
し
ご
と
は
花
の

『
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お
し
ご
と

を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
さ
ら

あ
ら
い
だ
け
で
な
く
ば
ん
ご
は
ん
の

じ
ゅ
ん
び
も
よ
く
て
つ
だ
っ
て
く
れ

ま
す
。
わ
た
し
が
い
そ
が
し
そ
う
な

と
き
は
、
せ
ん
た
く
も
の
を
た
た
ん

で
も
く
れ
る
心
や
さ
し
い
A
く
ん
、

こ
れ
か
ら
も
お
て
つ
だ
い
お

ね
が
い
し
ま
す
。
お
か
あ
さ

ん
よ
り
』

『
お
か
あ
さ
ん
、
お
手
が

み
あ
り
が
と
う
。
い
っ
ぱ
い
ほ
め
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
ん
ど
か
ら

も
が
ん
ば
り
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。』

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
親
さ
ん

の
フ
ァ
フ
ァ
言
葉（
あ
り
が
と
う
、

た
す
か
る
わ
、
す
ご
い
、
大
好
き
）

で
、
さ
ら
に
心
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
家
庭
で
の
お
手
伝
い
だ
け

で
な
く
、
朝
の
「
ま
つ
え
だ
タ
イ
ム
」

に
は
、
運
動
場
の
ご
み
拾
い
や
ト
イ

レ
の
ス
リ
ッ
パ
そ
ろ
え
、
ガ
ラ
ス
拭

き
、
草
取
り
、
ど
ぶ
掃
除
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
す
す
ん
で

活
動
す
る
姿
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

全
校
朝
会
で
は
「
よ
い
子
の
皆
さ

ん
…
」
と
語
り
か
け
ら
れ
る
校
長
先

生
の
顔
も
輝
い
て
い
ま
す
。

松
枝
小
学
校

教

頭

酒

井

隆

子

水
や
り
で
す
。
・
・
略
・
・
花
が
た

お
れ
て
い
る
と
元
気
が
な
い
み
た
い

だ
か
ら
し
っ
か
り
水
を
や
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
・
・
略
・
・
花
に
水
を
当

て
る
と
花
が
い
た
ん
で
し
ま
う
の
で

花
に
あ
ま
り
水
を
か
け
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

毎
日
花
に
水
を
や
り
た
い
で
す
。』

何
と
い
う
温
か
い
心
で
し
ょ
う
。

花
の
水
や
り
の
お
手
伝
い
は
、
こ
の

子
に
優
し
さ
と
温
か
さ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
お
母
さ
ん
と
の
こ
ん
な

手
紙
の
や
り
と
り
が
、
よ
い
こ
を
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。

9

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

�
2
4
5
―

1
1
3
3

6
月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
を
観
戦
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
。
そ
こ
で
目
に
と
ま
っ

た
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大

会
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
人

た
ち
の
姿
で
し
た
。
誘
導

を
す
る
人
、
チ
ケ
ッ
ト
を

確
認
す
る
人
な
ど
活
動
内

容
は
い
ろ
い
ろ
で
、
彼
ら

は
試
合
が
始
ま
っ
て
も
観

戦
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
で

き
ま
せ
ん
。「
進
ん
で
参

加
し
、
大
会
を
す
ば
ら
し

い
と
感
じ
て
も
ら
い
た
く

て
や
っ
て
い
ま
す
。」
動

機
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

彼
ら
は
み
な
心
か
ら
「
や
り
た

い
」
と
思
っ
て
行
動
し
て
い
る

と
い
う
点
で
し
た
。

社
会
が
熟
成
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
意
識
は
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
小
・
中
・
高
で
の

経
験
を
積
ん
だ
青
少
年
が
増
え

て
い
ま
す
。
す
で
に
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
少

子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
私
た
ち

を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
人
に
何
か
を
し
て
も

ら
う
受
け
身
的
な
姿
勢
か

ら
、
進
ん
で
何
か
に
役
立

と
う
と
す
る
自
発
的
な
意

識
が
大
切
で
す
。
で
も
、

ど
こ
で
何
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
活
動
の
機
会

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
、
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
に
き
っ
か
け
が
つ

か
め
な
い
と
い
っ
た
声
も

あ
り
ま
す
ね
。

羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会
で

は
、
今
年
度『
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』を
発

足
し
、
各
町
を
中
心
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
・
活
動
の
紹

介
な
ど
に
つ
い
て
情
報
の
提
供

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ボランティア時代に生きる

松
枝
小
の
よ
い
こ
の
み
な
さ
ん
！
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肝
炎
を
起
こ
す
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
て

も
症
状
が
軽
か
っ
た
り
、
全
く
症

状
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
、
本
人

が
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
の
中
に
住
み

つ
い
て
し
ま
う（
キ
ャ
リ
ア
化
す

る
）こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
か
血
液
検
査
し
、
治

療
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
14

年
度
か
ら
5
年
間
、
基
本
健
康
診

査
と
併
せ
て
、
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
・
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

1.

節
目
検
診

今
年
度
、
40
歳
･
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
に
な

る
か
た

2.

節
目
検
診
以
外
の
対
象
者

①
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
か
た

②
広
範
な
外
科
的
処
置
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は
、

妊
娠
分
娩
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的

に
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い

な
い
か
た

③
基
本
健
康
診
査
で
、
G
P
T
値

に
よ
り
要
指
導
と
さ
れ
た
か

た
※
た
だ
し
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
あ

る
か
た
は
、
検
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
検
査
期
間
〉

8
月
1
日
〜
9
月
31
日

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
町
よ
り

配
布
さ
れ
た
基
本
健
康
診
査
を
医

療
機
関
へ
持
参
し
、
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
年
に
一
度
は
、
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
福
祉
健
康
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

父母の離婚、父の死亡などによって母子家庭となっ
たかたや父に重度の障害がある家庭のかたなどに手当
が支給されるものです。
ただし、手当は受給資格を有してから5年を経過する
と、請求する権利が消滅します。
※詳しくは、福祉健康課へおたずねください。

自動車事故対策センターでは、自動車事故により介
護を必要とする重度後遺障害者を抱える家族の負担を
軽減するため、介護料を支給しています。
【問合先】自動車事故対策センター岐阜支所

�263・5128

建設現場で働くかたがたの退職金は安全・確実・有
利な「建退共制度」をおすすめします。
○建設事業主の皆さんへ

・申込手続きは簡単です。（加入時の経費不要）
・経営事項審査で加点されます。
・掛金は全額非課税で国が一部を補助します。

○建設現場で働く皆さんへ

・建退共の手帳を持っていますか？
・事業主が変わっても退職金は通算して計算されま
す。

加入者還元のための宿泊割引・レンタカー割引など
の携帯サービス事業も行っています。
【問合先】勤労者退職金共済機構

建退共岐阜県支部　　　　 （�276・3744）
〈ホームページアドレス〉http://www.alles.or.jp/kentai1/

報情情報
B XO

基本健康診査と併せて、肝炎ウイルス検診ができます 福祉健康課

児童扶養手当制度 福祉健康課 建設現場で働く人の退職金制度
勤労者退職金共済機構

介護料の支給制度のご案内
自動車事故対策センター



受給資格のあるかたは
①18歳に達する日の属する年度末までの間の子ども
（障害者は20歳未満）
②18歳に達する日の属する年度末までの間の子ども
（障害者は20歳未満）と生活している妻
ともに亡くなったかたが次のいずれかに該当してい
ることが必要です。

（1）国民年金に加入しているかた。
（2）国民年金に加入したことのある60歳以上65歳未満

のかたで、日本国内に住所があるかた。
（3）老齢基礎年金の受給権者であるかた。
（4）老齢基礎年金の受給資格期間を満たしたかた。
※ただし、（1）と（2）のいずれかの場合は、死亡日前の
加入期間のうち3分の2以上保険料を納めているか免

国民年金に加入しているかたや老齢基礎年金を受けられる資格期間のあるかたが亡
くなったとき、そのかたによって生計を維持されていた子のある妻または子が遺族基
礎年金を受けられます。

子の数

1人

2人

3人

基本の額

804,200円

804,200円

804,200円

加算の額

231,400円

462,800円

539,900円

加算後の年金額

1,035,600円

1,267,000円

1,344,100円

（子のある妻が受ける場合）

住民基本台帳ネットワークの一次サービスで市区
町村ごとに保有している住民情報のうち本人確認情
報（氏名・生年月日・性別・住所・住民票コード・付
随情報）を行政機関などに提供することが8月5日から
始まります。提供先などは法律で明確に規定され、
提供できる情報も本人確認情報のみです。これによ
り、従来、行政機関への申請・届出を行う場合に求
められていた住民票の写しや現況届などが、省略で
きるようになります。また、公的個人認証や行政手
続きにも本人確認情報の利用が可能となります。
実施に際しては、住民票コードを本人に通知するこ
とが義務付けられています。住民票コードは、住民基

住民票コードをハガキでお知らせ
本台帳法の改正により、新たに住民票に記載すること
となった事項です。住民票コードは、無作為に作成さ
れた11桁の数字で、申し出により、変更が可能ですが、
コード番号の指定はできません。また、本人に告知を
求める制限、行政用途以外の利用制限と民間利用の禁
止規定などの保護措置を講じています。
皆さんには、8月中旬ごろに住民票コードを世帯ご

とハガキでお知らせしますが、住民票コードに対す
る特別な手続きの必要はありません。なお、今後、
行政機関への届出・申請の際に必要がある場合があ
りますので大切に保管してください。

※詳しくは、住民課戸籍住民係（内線121・122）へお
たずねください。

除を受けていることが必要です。（平成18年4月1日
前に死亡日がある場合は、死亡日前の1年間に保険
料の納め忘れがなければ受けられます）

子のある妻が受ける場合は子の加算額がプラスされ、子が受けるときには

2人目以降の子について加算額がプラスされます。

11

遺 族 基 礎 年 金 住民課

住基ネットスタート 住民課

遺族基礎年金の年金額
子のある妻が受ける場合 103万5,600円
子が受ける場合 80万4,200円

子の数

1人

2人

3人

基本の額

804,200円

804,200円

804,200円

加算の額

0円

231,400円

308,500円

加算後の年金額

804,200円

1,035,600円

1,112,700円

（子が受ける場合）
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か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
主
催
の
「
笠

松
川
ま
つ
り
」
が
木
曽
川
河
畔
笠
松
港
公
園
一
帯
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。
会
場
が
巨
大
な
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
変
身
す
る
リ

バ
ー
サ
イ
ド
バ
ー
、
響
き
わ
た
る
笠
松
清
流
太
鼓
の
音
、
色
と

り
ど
り
の
大
輪
が
咲
く
打
上
花
火
、
川
面
に
揺
れ
る
万
灯
流
し

の
灯
が
、
夏
の
木
曽
川
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

も
の
で
す
。

道
路
や
側
溝
の
上
に
物
を
置
い
た

り
不
法
駐
車
し
な
い
よ
う
、
道
路
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
道
路
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
道
路
を
安
全
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
不
良
な
箇
所
の
早

急
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
道

路
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
路
面
の

穴
ぼ
こ
、
標
識
の
破
損
な
ど
お
気
付

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
建
設

課（
内
線
三
六
〇
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
最
近
、
街
路
灯
へ
の
破
損
行
為
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
お
気
付
き
に

な
ら
れ
ま
し
た
ら
一
一
〇
番
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
月
日
】
八
月
十
五
日（
木
）

【
時
間
】
午
後
六
時
〜

※
詳
し
く
は
、
か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
事

務
局（
役
場
企
画
課

内
線
二
八
一
）へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
翌
日
の
早
朝
六
時
か
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
清
掃
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
を

ま
も
る
月
間

「
道
の
日
」

8 月 は
8
10
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町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
夏
休
み
企

画
「
昆
虫
展
」
〜
世
界
最
大
を
競
う
虫
た

ち
が
笠
松
へ
や
っ
て
き
た
〜
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
昆
虫
の
進
化
の
歴
史
や
分
類

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昆
虫
の

標
本
を
多
数
展
示
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

九
月
十
六
日（
月
）ま
で

【
開
館
時
間
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

【
休
館
日
】

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

夏
休
み
企
画

「
昆
虫
展
」

河
川
環
境
楽
園（
川
島
町
笠
田
）で

は
、
七
月
二
十
八
日
に
世
界
淡
水
魚

園
第
二
期
開
園
の
一
部
と
し
て
、
新

水
路
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
し
い
水
路
は
、
延
長
一
九
〇

メ
ー
ト
ル
、
川
幅
五
メ
ー
ト
ル
で
溜

ま
り
、
浅
瀬
、
湧
き
水
と
い
っ
た
水

路
の
変
化
を
設
け
た
、
自
然
の
豊
か

さ
を
感
じ
さ
せ
る
水
路
で
す
。

ま
た
、「
真
夏
の
雪
遊
び
」
や

「
カ
ブ
ト
ム
シ
と
遊
ぼ
う
」
な
ど
家

族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
夏
の
楽

園
祭
」
が
八
月
三
十
一
日
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

河
川
環
境
楽
園

（
株
）オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

�
0
5
8
6
8
9
・
7
0
2
2

河
川
環
境
楽
園
内

「
世
界
淡
水
魚
園

新
ゾ
ー
ン
」

オ
ー
プ
ン

7
28
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　　の人）の確定後の納入通知書
　　知書を8月中旬に発送します。
決定したことにより、本年度

　　のです。

介護保険料は、町県民税（住民税）の内容にもとづいて算定されるため、その年度の町県民

税が決定されるまで（4月～7月）は前年度の町県民税の内容にて仮算定します。町県民税決定

後、8月に今年度の保険料を算定し決定されます（本算定）。

特別徴収のかたについては、本算定後に年金天引き額の変更をするため、10月天引き分か

ら変更になります。

介護保険料の算定の方法

●特別徴収

老齢（退職）年金が年額18万円（月額1万5,000円）
以上の人
偶数月（4月、6月、8月、10月、12月、2月）

に支払われる年金から2カ月分の保険料が天引
きされます。
※平成13年度中に65歳にな
った人は10月より特別徴
収になる予定です。

納め忘れのない口座振替をお勧めします。
納入通知書と一緒に送付する口座振替依頼書で金融機関にてお申し込みください。

●普通徴収

○老齢（退職）年金が年額18万円未満の人
○老齢福祉年金、障害年金、遺族年金のみ受給してい
る人

○年度の途中で65歳になった人、他の市町村から転入し
てきた人

○年度の途中で所得段階が変更になった人
町から送付される納付書により1年分を4月から翌年1

月まで10期に分けて役場または金融機関で納めます。

65歳以上の
みなさんへ

介護保険料の納め方

14 年 度 4月 5月

仮算定期間 本算定期間

仮算定期間 本算定期間

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別徴収

（年金から天引き）

普通徴収

（納付書にて納付）

納
付
方
法

問い合せ・相談先

福祉健康課
介護保険係
（内線260）
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本年度介護保険料（65歳以上　
（普通徴収）および特別徴収額通　
これは平成14年度の町県民税が
の保険料を本算定し決定したも　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
の

国
民
健
康
保
険
税

（
介
護
納
付
金
分
）の

税
率
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
14
年
度
の
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要

す
る
額
の
確
保
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
内
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者（
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
）の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
8
月
20
日
ご
ろ
に
本
算
定
時
に
医

療
給
付
費
分
と
、
介
護
納
付
金
分
の
内
訳
を

記
載
し
た
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

問い合せ先
住民課
保険年金係

（内線 124）

●介護納付金分

所得割額
所得に応じて計算

均等割額
加入者に応じて計算

0.88所得×―――100

新

加入者1人につき
9,140円

1.03所得×―――100

旧

加入者1人につき
10,440円
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【
医
療
機
関
】
赤
座
医
院（
岐
南
町
）

【
実
施
時
間
】
月
〜
土
曜
日
、
午
前

9
時
〜
12
時
、
午
後
4
時
〜
7
時

【
サ
イ
ズ
】
17
・
3
b
×
9
・
1
b

【
総
ペ
ー
ジ
数
】
約
1
8
0
ペ
ー
ジ

【
表
紙
】
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル

【
表
紙
の
色
】
紺
・
エ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
・

サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー（
淡
水
色
）

【
内
容
例
】

日
記
編
…
七
曜
表
や
過
去
10
年
間
の

天
気
模
様
な
ど

統
計
編
…
市
町
村
勢
一
覧
な
ど

名
簿
編
…
市
町
村
庁
舎
所
在
地
な
ど

生
活
編
…
県
民
相
談
窓
口
や
県
下
の

主
な
行
事
な
ど

【
価
格
】
1
冊
4
8
0
円

【
申
込
締
切
】
8
月
30
日
�（
電
話
予

約
可
）

【
手
帳
の
受
け
渡
し
】
11
月
上
旬
を

予
定
。
企
画
課
に
て
代
金
と
引
き
換
え
。

【
月
日
】
8
月
21
日
�

【
時
間
】
午
後
1
時
〜
4
時

【
場
所
】
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
佐
藤
千
代
松
弁
護
士

【
費
用
】
無
料

【
申
込
締
切
】
8
月
15
日
�

※
相
談
は
7
人
ま
で
、
定
員
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
。

羽
島
郡
内
の
児
童
生
徒
が
、
夏
休

み
に
自
主
的
に
研
究
活
動
を
行
っ
た

科
学
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
学
校
の
優
秀
な
作
品
を
数
多
く

展
示
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
月
日
】
9
月
7
日
�
・
8
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
柳
津
町
中
央
公
民
館

【
月
日
】
8
月
20
日
�

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
県
庁
2
階
大
会
議
室

【
交
付
手
数
料
】
1
件
6
、3
0
0
円
、

再
交
付
は
3
、5
0
0
円

※
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
は
最
寄
り

の
警
察
署
へ
発
見
届
け
の
提
出
が

必
要
。

【
問
合
先
】
県
教
育
委
員
会
社
会
教

育
文
化
課

�
2
7
2
・
1
1
1
1

�
岐
阜
県
広
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

20
世
紀
を
回
顧
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

映
像
を
デ
ジ
タ
ル
処
理
し
保
存
・
活

用
す
る
た
め
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
か

ら
県
内
の
自
然
、
風
景
、
文
化
、
歴

史
、
災
害
、
習
俗
な
ど
を
撮
影
し
た

8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（
動
画
映
像
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
�
岐
阜
県
広
報
セ
ン
タ
ー

�
2
7
7
・
1
0
2
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.gifu.jp/kouhou-

c/archive/index.htm

平
成
15
年
版
県
民
手
帳
受
付
中

「
笠
松
町
基
本
健
康
診
査
」

実
施
医
療
機
関
の
実
施
時
間
変
更

企
画
課

福
祉
健
康
課

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

児
童
生
徒
の
科
学
作
品
展

郡
四
町
教
育
委
員
会

未
登
録
銃
砲
刀
剣
類
の

登
録
審
査
会

県
教
育
委
員
会

20
世
紀
の
お
宝
映
像
募
集

�
岐
阜
県
広
報
セ
ン
タ
ー

中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

町社会福祉
協 議 会 �387-5332

�388-1111

電気設備の安全点検をして
電気は正しく安全に
使いましょう

電気のご相談は
�中部電気保安協会
岐阜南事業所
�388・1372

8月は「電気使用安全月間」

注意してください

こんなこと
していませんか？



【
申
込
締
切
】
8
月
8
日
�

【
受
験
資
格
】
昭
和
48
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
60
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た

【
採
用
】
平
成
15
年
4
月
ご
ろ
予
定

【
問
合
・
申
込
・
願
書
請
求
先
】
笠
松

刑
務
所（
中
川
町
23
）

�
3
8
7
・
2
1
7
5

（
願
書
請
求
…
郵
送
の
場
合
は
返
信

用
封
筒
と
切
手
1
4
0
円
分
同
封
の

こ
と
）

▼
大
学
校
学
生

【
受
付
期
間
】
8
月
29
日
�
〜
9
月

10
日
�

▼
学
校
学
生

【
受
付
締
切
】
8
月
8
日
�

【
問
合
先
】
第
四
管
区
海
上
保
安
本

部

�
0
5
2
・
6
6
1
・
1
6
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

【
受
験
資
格
】
大
学
・
専
門
学
校
な

ど
を
平
成
15
年
3
月
卒
業
見
込
み
ま

た
は
、
卒
業
後
3
年
以
内
で
昭
和
52

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
行
政

事
務
情
報
化
の
仕
事
に
意
欲
と
興
味

を
お
持
ち
の
か
た

【
受
付
締
切
】
9
月
6
日
�

【
採
用
予
定
人
員
】
情
報
技
術
職
員

6
人
程
度

【
問
合
先
】
�
岐
阜
県
市
町
村
行
政

情
報
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

�
2
7
2
・
6
8
2
1

【
展
示
期
間
】
10
月
20
日
�
〜
11
月

16
日
�

【
展
示
場
所
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

県
民
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
応
募
資
格
】
趣
味
で
作
品
を
創
作

し
て
い
る
か
た

【
分
野
】
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真
・

デ
ザ
イ
ン
・
手
芸
な
ど

【
募
集
人
員
】
80
人

【
募
集
締
切
】
8
月
31
日
�（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

【
問
合
先
】
�
岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ

い
会
館

�
2
7
7
・
1
1
1
1

【
講
座
内
容
】
趣
味
・
教
養
・
生

活
・
文
化
・
資
格
・
福
祉
の
各
分
野

（
99
講
座
2
7
0
コ
ー
ス
）

【
申
込
期
間
】
随
時

【
問
合
先
】
N
H
K
学
園

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
・
06
・
8
8
8
1
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nhk-gaku.ac.jp/n-

gaku
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海
上
保
安
本
部

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

情
報
技
術
職
員
募
集

市
町
村
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー

刑
務
官
募
集笠

松
刑
務
所

「
わ
た
し
の
個
展
〜
ひ
と
り

1
パ
ネ
ル
展
〜
」
作
品
募
集

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

生
涯
学
習
通
信
講
座
受
講
生
募
集

N
H
K
学
園

第1次試験

9月22日（日）

全国に設けられた試験地

第2次試験

・身体測定
・身体検査
・体力検査
・人物試験（面接）

・教養試験
・作文試験

男子…全国に設けられた試験地
女子…笠松刑務所

10月18日（金）
19日（土）

月　　日

場　　所

試験種目

【試験日・場所等】

収集日・収集対象品目については、「資源とごみのカレンダー」
と「プラスチック製容器包装のチラシ」（広報7月号同時配布）
をご覧ください。
分別収集にご協力をお願いします。

運動場、テニスコート（ 9 月分）
【月日】 8 月25日（日）
【時間】午後 7 時30分～
【場所】中央公民館

8月から
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①

家
の
ま
わ
り
や
自
由
に
出

入
り
で
き
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
屋
外
階
段
、廊
下
に
は
、

古
新
聞
や
古
雑
誌
な
ど
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②

空
き
家
や
物
置
な
ど
の
戸

締
ま
り
を
確
実
に
し
ま
し
ょ

う
。

③

空
き
地
な
ど
の
枯
れ
草

は
、
放
置
せ
ず
刈
り
取
り
ま

し
ょ
う
。

火
を
つ
け
る
物
が
な
け
れ
ば

放
火
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
放
火
さ

れ
な
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
も
う
一
度
、
自
宅
の

ま
わ
り
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
三
年
中
に
羽
島
郡
内

で
発
生
し
た
火
災
件
数
は
三
十

三
件
で
、
そ
の
う
ち
放
火
お
よ

び
放
火
の
疑
い
で
あ
る
も
の
は

九
件
と
全
火
災
件
数
の
四
分
の

一
以
上
を
占
め
、
出
火
原
因
別

の
第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
傾
向
は
今
年
も
続
い
て
い
ま

す
。今

年
五
月
か
ら
岐
阜
市
、
羽

島
市
、
羽
島
郡
内
に
か
け
て
放

火
と
思
わ
れ
る
火
災
が
連
続
し

て
発
生
し
て
お
り
、
消
防
・
警

察
そ
し
て
地
元
消
防
団
も
夜
間

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
放

火
防
止
対
策
に
懸
命
で
す
。

大
切
な
生
命
・
財
産
を
放
火

魔
の
手
か
ら
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防災訓練に
参加しましょう

町と自主防災会協議会合同の防災訓練を「防災の日」の 9 月 1 日（日）に実施します。
東海地震は、過去のデータから､100～150年間隔で起きており、1854年の安政東海地
震から150年近くの空白期間があるため、いつ起きても不思議ではないとされています。
地震の発生を止めることはできませんが、いざというときのための訓練をすること

により、被害を最小限に食い止めることができます。
訓練の参加を通して自分たちにできることを再確認し、組織による行動力の大きさ

を改めて見直す機会にしましょう。

○避難誘導訓練および警戒広報訓練など
①各自主防災会災害対策本部設置
②避難開始
③町現地本部への情報伝達（訓練参加者数）

○各自主防災会災害対策本部の閉鎖（随時）訓練

○地域別訓練
◎初期消火訓練～バケツリレー・消火器
による訓練
◎応急手当訓練～三角巾等による訓練
◎土のう積訓練～半円形に土のう積の訓練

○町災害対策本部の設置訓練
役場

○現地災害対策本部の設置訓練 ○職員非常参集訓練
笠松中学校・松枝小学校・下羽栗小学校

○避難訓練開始合図（サイレン吹鳴）～防災行政無線など
○避難誘導・警戒広報訓練 ○職員による訓練

◎公共施設の防災機器点検
◎防災資機材取扱訓練
◎避難訓練
◎放水訓練

○協力団体などによる訓練
◎炊きだし訓練
◎防災資機材取扱訓練

6:30

7:00

7:30

8:30

9:30 （終了式）

〈自主防災会〉 〈町〉

消防署

防災訓練に
参加しましょう

実施
9/1（日）

・町議会
・羽島警察署

・羽島郡広域連合消防本部
・町消防団

・町婦人防火クラブ
・町水防団

・町社会福祉協議会
・町赤十字奉仕団

参加
団体

タイムスケジュール

放火に
よる火

災を防
ごう

羽島郡広域連合 �388・1195
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21

28

7

13

20

27

6

12

19

26

5

11

18

25

4

15

22

29

8

1

16

23

30

9

2

17

24

31

10

3

19

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館

パパママスクール
（栄養編）

9:20～9:30
福祉健康センター

育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   総合会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

健康相談
13:30～14:30   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

町民
ソフトテニス大会

9:00～
緑地公園テニスコート
町民
ソフトボール大会

9:30～ 町民米野運動場

家庭の日

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

1歳6か月児
健康診査

13:30～14 :10
福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

健康相談
13:30～14:30   福祉会館

結核住民検診
10:30～11:30   児神社
13:30～14:30

穴太部神社
15:00～16:00

笠松小学校

献血
9:00～11:00

笠松町役場
12:30～16:00   愛生病院
結核住民検診
9:30～10:30   了運寺
11:00～12:00   北野神社
13:30～14:30

北門間会館
15:00～16:00   春日神社
育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

放置自動車・路上駐車・不法占用をなくしましょう。

8月
AUGUST

紙製容器包装（松）

今月の納税・納付

町県民税　　　　第 2 期
国民健康保険税　第 5 期
介護保険料　　　第 5 期

納期限　9月2日�まで



悠
ゆう

馬
ま

くん（無動寺）

松原孝司・三千代さんの子

平成13年8月2日生獅子座

20

美
み

蘭
らん

ちゃん（米野）

長野和也・美香子さんの子

平成
13年

8月2
6日生

乙女
座

発行・編集／笠松町・秘書広報課〒501－6181 岐阜県羽島郡笠松町司町1 �058－388－1111

この広報紙は再生紙を利用しています。ホームページアドレス http://www.jic-gifu.or.jp/npt/kasamatu/kasamatu.htm

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

笠
松
川
ま
つ
り
は
8
月
何
日
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
8
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

6
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

6
月
10
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

梶
田
喜
代
子
、
松
原
喜
美
子
、
森
清
美

広
報
ク
イ
ズ

まちの人口
平成14年7月1日現在

人 口 22,072人
男　　10,655人

女　　11,417人

世帯数

7,363世帯

前月比

（ 14）

（△ 2）

（ 16）

（ 8）

こ
の
日
の
最
高
気
温
は
35
・3
度
。

『
こ
の
く
ら
い（
の
暑
さ
は
）

へ
っ
ち
ゃ
ら
サ
』

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
元
気
い
っ
ぱ

い
に
水
遊
び
に
歓
声
を
上
げ
る
子

ど
も
た
ち
。（

7
月
23
日
、
松
枝
保
育
所
）

表

紙


